
KEWbic™ -   

潤滑管理 
プログラムソフトウェア 
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根本原因を基準とする潤滑管理に向けて 

根本原因基準根本原因基準 

＝プロアクティブ＝プロアクティブ＝プロアクティブ 

間違ったオイル 

固体粒子 

水分 

空気混入 

熱 

酸 

アンバランス 

ミスアライメント 

お粗末な設計 

典型的に典型的に20% 20% の典型的に典型的に典型的に20% 20% 20% のの
根本原因が

の20% のの
根本原因が根本原因が根本原因が 

補修補修/補修/交換交換/交換/分解点検基準分解点検基準 

＝リアクティブ＝リアクティブ 

劣化したオイル 
アブレシブ摩耗 
表面疲労 
凝着摩耗 
キャビテーション 
オイル漏れ 
フィルター損傷 
高温稼働 
高ノイズ 
過度の振動 
消費電力の増大 
オイル寿命の短縮 
機械寿命の短縮 
環境からの過度の影響 
安全性の低下 

80% 80% の故障のの故障の 80% 80% の故障のの故障のの故障の
結果となる

の故障のの故障の
結果となる結果となる 

この3つは
お粗末な 
潤滑管理 

戦略の 
代償です！

間



次世代のメンテナンス戦略

Breakdown  
Maintenance 
 
事後保全 
＊故障したら 
  修理する 

Planned & Preventative 
Maintenance 
 
計画的予防保全 
＊工場利用率の向上 
＊機器寿命の長期化 
＊低コスト化 
 

Reliability Centered 
Maintenance 
 
信頼性重視保全 
＊工場信頼性向上 
＊機器寿命の長期化 

視 
により着目 

Environment & Safety  
Driven Maintenance 
 
環境&安全性主導保全 
＊総合的な工場の有用性 
＊無故障 
＊無事故 
＊成果主導 
＊環境に優しい 
＊法令遵守 
＊省エネ 

適正手順に基づいた潤 理が必須 

＊省エネ

理がががが必須須須須須た潤

コスト化

正手順に基づづづづいいた
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成功に導く 「潤滑管理  5つの“正しい”」

•正しい心構えで、 
ご安全に！ 

正しい時間に… 
• 潤滑計画保全（PM） 

完璧にこなそう！ 
• タスクを飛ばすな！ 

正しい潤滑剤で… 
• カラーコードを 
チェック！ 

• 混ぜないで! 
 

•

•

正しい分量で… 
• 正しい補充容器を 
使用！ 

• 過剰給脂に注意！ 

正しい場所に… 
• 潤滑ポイントと 
タグをチェック! 

！

Page 3 



Page 4 Copyright KEW Engineering Ltd 2012 

総合設備効率（OEE）を改善する潤滑管理設計 

総時間 - 365 日 

稼働時間 停止時間 

正味の稼働時間 速度ロス 

有価値の稼働時間 品質ロス 

ワールドクラス企業のOEE - 90% 
 
ベストプラクティスに基づく潤滑管理はOEEを向上させる！ 
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潤滑剤は、現場で最も影響力の大きいコスト要素 

BPによれば、「潤滑剤はメンテナンス
予算の1％未満だが、メンテナンス予
算の40％を超える領域に有害な影響
を与える」。 

 

•ほかに影響するのは； 

•エネルギー消費 

•健康＆安全 

•環境パフォーマンス（環境業績） 

•生産性 

•信頼性 

•収益性 



改善のための骨格づくりに…
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以下のような潤滑管理戦略の成功に向けて： 

•プラント全体を通した改善のための首尾一貫したゴール 

•全ての設備機器（資産）における明確な潤滑ポイントのデータベース作成 

•全ての潤滑管理タスクのための最善かつ実践的な手順の構築 

•潤滑管理タスクのための柔軟なスケジューリング・ツールの創造 

•タスク完了の記録とそのフィードバック・コメントの記録 

•KPI（重要業績評価指標）評価の成功 

 

•主に上記がKEWbic™を開発した理由です。 



KEWbic ™が解決します

KEWbic™ が実現するのは… 
 
1. オイルと関連情報管理法の構築 
2. 機器設備を確実に扱う手段 

3. お客様の計画保全活動に全て
合致した記録法 

4. オイル分析データの格納と性状
傾向管理法 
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KEWbic™ – その利益

KEWbic導入の利益は? 
 
• 以下に基づく潤滑管理の創造: 
• ベストプラクティス 
• 継続的な計画保全活動 
• 安全性 
• 清浄かつ環境に優しい 
• より効率的 
• より効果的 
• マンパワーの削減 
• 潤滑効果の採点による継続的な改善 
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Step 1 – 潤滑ストアのセットアップ
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1. 手順リストを作成する 
a. オイル＆グリース 
b. フィルター＆ブリーザー 

2. 特性ごとのオイルの分類 
3. 供給業者の詳細情報の分類 
4. 在庫の合理化と統合 
5. オイル＆グリース毎のIDコードとカラーコードの割り当て 

6. 各潤滑ポイントは、「潤滑ストア」内のオイル情報に連動しているため、もし業者変更が
あっても、新たにデータベースを書き換える必要はない。 



カラーコーディング用ビジュアル・チャートの作成 
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Step 2 – プラント内のマッピング
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1. 設置領域やモジュールごとに、設備の階層を作成する。 
2. 個々の機器設備を「設備グループ」毎に振り分ける。 
3. 機器設備を「潤滑機器」毎に振り分ける。 

4. 登録された「設備データベース」が正しいか確認するため、
各機器設備毎に物理的なチェックを実施する。 



Step 3 –機械が求める“潤滑” を確認する

Page 12 Copyright KEW Engineering Ltd 2012 

1.要求される情報ごとに個々の機械
を審査する。 

2.例えば、サンプ、リザーバー、タンク
など；容量、ドレン口の場所、オイ
ルゲージ、ブリーザー、フィルター
などを判断する。 

3.例えば、グリース潤滑軸受やシー
ルなど；軸受やシールの潤滑面を
測定し、グリースショット数の計算
や、再給脂間隔に影響を与える要
因を判断する。 

4.例えば、自動給脂システム；給脂量
や、検査のためのグリースポイント
を判断する。 

5.給脂作業毎に、再給脂間隔を設定
する。 

6.上記を実施する手順を推奨する。 



Step 4 –ベストプラクティスと信頼性を加味する
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各機械設備を評価し、以下のアップグレードが必要であるかを判断する； 
 

a) 給油口やドレン口のクイックコネクト継手 
b) 適正なブリーザーの設置 
c) より良いサイトグラス/サイトゲージの設置 
d) 必要に応じ、オイル分析サンプリングポイントの設置 
e) ろ過装置の付加、あるいは既存のろ過装置のアップグレード 
f) 安全性に鑑みグリースポイントへの新規配管の追加の推奨 

 



Step 5 -各潤滑ポイントへの手順の割り当て
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1. 手順や作業を選択する 
2. 要求される人材のレベルや役割を選択する 
3. 作業を完了させるまでの時間を入力 
4. 作業の優先順位を査定する 

 
5. 作業範囲や目的  
6. 材料リスト 
7. 器具リスト 
8. 安全に関する注意事項 
9. 準備チェックリスト 
10. 実作業の説明 

 

実施中、いつでもログオフは可能。中断の理由を入力で
きる。 

 



目的を明確にする画像が取り込める
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最適化の自由度が高い 
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1. 各機器設備に合わせた適切なフィルター・カートやグリースガンの選定 

2. 「ツールストア」において、各ショット数に応じたグリースガンや各フィル

ター・カートの流量に応じた推奨品の情報が得られる 

3. グリースガンやろ過装置を新規にアップデートしたり、入力値を変更したら、

一回の入力変更で、関連の情報や手順が全て適正値に置き換わる。 

「既存のグリースガンを更新したい」 

「これまでは、1ショットの計算値を超えた 

グリースガンを使用している」 

「新規製品は、1ショット50％以下にしたい」 



使いやすさを追求できます 
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表示文章を簡易化したいですか？ 

現場の要求に合わせた表示画面

に変更したいですか？ 

現場に馴染んだキーワードに変換

したいですよね？ 

「デザインモード」に切り替えて、手順、

テンプレート、言語などを柔軟に変更

可能です。 



Step 6 –手順ライブラリの仕上げ
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以下のステップを経て手順が完成します： 
 
• 潤滑剤の合理化とカラーコーディングのチェック 

• 潤滑管理とオイル分析サンプル収集のための計画保全
ルートとスケジュールの開発 

• KEWbicの使い方と、新たな管理手法を身に着けるべき
ソフトウェア管理担当者の訓練と順応化 
 



“レポート” 活用で計画保全とアップグレードを支援  
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一旦完成させると、以下のような活動毎にレポート
の作成が可能となる： 

1. ブリーザー設置が必要な機器はどれか？ 
2. 各サンプ毎のオイル容量や油種は？ 
3. 適正な貯蔵・管理量は？ 

 
結果は、一覧表にまとめて出力できます。 



日常点検とその計画に 
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日常点検は、必要な作業リスト、時間帯、そして以下の基準によって
選択される： 
1.作業領域 
2.作業の優先順位 
3.作業者の習熟度 
4.作業内容、作業手順 
「作業手順」が、完了したか、していないか、しっかりと記録される。 



傾向と履歴 - 重要業績評価指標（KPI）

タスクが確実に実施されているか否か、 

コメント付きの履歴で表示することができ
ます。 
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その他便利な機能 
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オイルやグリース貯蔵用に、 
ラベルがプリントできる。 
 



その他便利な機能 
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供給業者情報にも簡単にアクセス 

 



供給業者のMSDS & PDSなどを 

ファイルに取り込み、簡単に閲覧
できる 
 

その他の便利な機能 
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KEWbic™ - その価値
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KEWbic™ そのご活用の意義とは… 
 
改善のための枠組みを速やかにセットアップするソフトウェア・ツールです。 
 
ニーズの全てに柔軟に適合する点に大きな価値があります。 
 

エンドユーザー、委託会社、あらゆる商品供給者のための、シンプルかつ
強力なパッケージ製品です。 
 

単なる“ソフトウェア”ではなく、ベストプラクティスに基づいたノウハウと最
前線メンテナンス・コンサルタントの経験を取り込んだツールです。 
 
エンジニアのためのエンジニアによるツールです。 
 



KEWbic™ はパッケージソフトです 
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KEWbic™ は、以下のいずれかに基づいています: 
 
• Microsoft™ SQL Server CE ：ネットワークを介さない単一サイトのユー

ザーに向いています。 
 

• Microsoft™ SQL Server 2005 ：ネットワークインフラを要する複数のサイ

トユーザー向け。ユーザーの指定するサーバーを介し、契約サイトに
て使用可能です。このデータベースは、バックアップにて保護されます。 
 

• ソフトウェアライセンスは、サイト単位で販売され、販売額はニーズに
応じます： 
• 単一サイトユーザーには、SQL CE版がお薦めです。 
• 組織・プラント単位ユーザー（最高5人まで）には、SQL 2005版がお

薦めです。 
 

• スタートアップのために必要な知識は、KEWコンサルチームのトレーニ
ングによってサポートされます。 
 

• データベース構築のご相談にも応じます。 



KEW Engineering Ltd. 
Chester, United Kingdom 
Tel +44-1244-683331 
Mob +44-7798-638994 
www.kewengineering.co.uk 
mail@kewengineering.co.uk 
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